（機械・施設の場合）

●機械算定根拠（導入する機械の能力・台数が適正である根拠）
①　栃木県特定高性能農業機械導入計画における「類別」と「利用規模の下限」
　　機械名：　　　　　　　　　　　
・導入する機械：（台数）　　　　（類別）　　　　　（利用規模の下限(ha)）　　　　　　　　
　・自己所有機械：（台数）　　　　（類別）　　　　　（利用規模の下限(ha)）　　　　　　　　
☆特定高性能農業機械以外の場合、その作業可能面積等
	機械名
	作業能率（時間／ha）

※カタログ等から引用

C
	作業日数

（日）

D
	1日の作業時間

（時）
H
	実作業率
K
	作業可能面積

(D×H×K)/C

	
	
	
	
	0.7
	

	
	
	
	
	0.7
	


②　機械導入を適正と判断する理由（該当項目に○を記入のこと）
　・（特定高性能農業機械）　　栽培予定面積が、「利用規模の下限」を超えるため

　・（特性高性能農業機械以外）収支計画で収支マイナスにならない適正な規模であるため

　　☆事業を活用した農業者等の対象品目における収支計画（事業実施の翌年度）
	収入（交付金込み）
①

（円）
	経費
②

（円）
	※年間リース料金
③（円）

（②が統計データの場合のみ記入）
	収支
①－②（－③）※

（円）

	
	
	
	


　　※②経費について、統計・指標データを使用した場合のみ、③を記入の上、収支は①－②－③で計算して下さい。

・その他

	


（資材の場合）

●資材算定根拠（導入する資材の数量等が適正である根拠）

①　導入の概要
　・導入する資材名及び数量：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

・資材の活用方法（雨よけ・果樹棚等）　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・資材を活用する面積（a）：           　　　　　　
②　対象作物の概要
　・新規に作付を増やす面積(a)：　　　　　　　　
・生産方法を高度化（既存の露地栽培部分→雨よけ）する面積(a):                    






